
木村の物理Ⅰ・Ⅱ重要問題集別冊解答編補充         http://toitemita.sakura.ne.jp 

1 
 

43．棒に通したおもりの円運動 

等速円運動の関係式の求め方 
速さが一定の円運動を等速円運動という。 

円運動では運動の軌跡が円になるよう速度の向きを連続的に変えるための力が必要である。

この力は円の中心方向を向くので向心力といい， 

等速円運動している物体には向心力だけがはたらいている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

速さについて 
角速度を ( )rad/sw とすると，半径 r の円軌道の単位時間に描く弧の長さが速さだから， 

wrV =  

加速度の大きさと向きについて 

上図について， 

△OAB∽△PQR より，  

（OA = OB，PQ = PR，∠AOB＝∠QPR＝θ） 

PQ
OA

QR
AB

=  

1

AB
v
r

v
 =

D
\  

1

AB
v
v

r 


D

=\  

B 

twq =  

r  

r  

twq =  

A 

R 

Q 

P 

B 

A 

2v
  

r  

1v
  

twq =  
O 

O 

v


D  
1v
  

2v
  



木村の物理Ⅰ・Ⅱ重要問題集別冊解答編補充         http://toitemita.sakura.ne.jp 

2 
 

12 vvv 
-=D より， v


D は速度の変化を表す。 

ここで，十分小さい時間 tをとると， 

v


D は等加速度であり，このときの加速度を a

とすると， tav ×=D

  

また， trw==
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ABAB としてよいから， 
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= が得られる。 

よって， 
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より， 

加速度 a

の向きは常に円の中心を向く。 

等速円運動の運動方程式 

質量mの物体が向心力 F を受け等速円運動をしているとき， 

円の中心方向を軸にとると， Fma = より， 

Fmr =2w  
あるいは， 
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まとめ 

質量mの質点が角速度w で軌道半径 r の等速円運動をしているとき， 

その速さを v，向心加速度を a，向心力の大きさを F とすると， 
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